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ロ バ ス ト性 ・ 冗長性を向上させ た．
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［資料あり］

構造部門 （荷重）一 パネルディ ス カッ シ ョン

実践的な性能設計／

地震リス クマ ネジメン ト

［資料あ り］

8月 23日 （火）13：30〜 17：00　15号館 201室

司会　　　中村尚弘 （竹中工務店）

副司会 　　高 田豊文 （滋賀県立大学）

記録　　　山川 誠 （京都 大学）

8月24日 （水）9：00〜 12：30　15号館401室

司会 　 　 高橋 徹 （千葉大学）

副司会　　平田京子 （日本女子 大学）

記録　　　小檜山雅之 （慶應義塾大学）

第1部 ：2011年度 日本建築学会技術部門設計競技表彰式

1．審査経過報告ならび に総 評　　竹脇 出 （京都大学）

2．賞贈呈・祝辞　　　　和田 章 （本会会長、東京工 業大学名誉教授）

第2部 ：パ ネル ディ スカッ シ ョ ン

1．主 旨説明　　竹脇 出 （前掲）

2．受賞作品の 紹介　　受賞者

3．講評および討論

　　　　　　 大森博司 （名古屋大学）　 高田毅士 （東京大学）

　　　　　　 竹内 徹 （鯨 工業大学）　 濱本卓司 （東京都市大学）

　　　　　　 山中昌之 （大林組）

4．まとめ　　高田豊文 （前掲）

　菓日本大震災で は、「想定外」の概念が議論 されるとともに、それ

に対応するために構造物や設備機器シス テム に冗畏性を持たせ るこ と

の重要性 が再認識 されて い る。

　第1部で は、2011年度日本建蘂学会技術部門設計競技 「ロ バ ス ト性・

冗憂 1生を向上 させた建物の構造デザイ ン」 の表彰を行う。

　第 2部で は、受賞者に よ り作品の 紹介を行 っ た後に、審査員に よる

講評 とあわせて、ロ バ ス ト性・冗長性を向上 させた建物の 構造デザイ

ンに関 す る今後の展 開な どにつ い て議論を行 う。 棚 貯部門設 計競技

の 恚旨は以下の とお りである。

　 建築棊準法で 想定 して い る外乱の 種類・レベ ルは最 低基準で あ り、

そ れ以 上あるい は想定外の外乱が建物を襲い、被害を生 じる可能性は

否定で きな い 。 建物の重 要性、用途に よっ て は、これ らの 外乱 に対 し

て も崩壊を免れ、建物機能を果 たす こ とが必要となる場舎 もある。

　本設計競技 で は、想定外の外乱に対 して も脆性的に破壊する こ とな

く、必 要機能を保持す るよ うな建蘂構造の 提案 を求め る e 同時 に、基

準法レベ ル の 外乱に対 して も過 度の 設計とな らず、それに 対する対応

もある 程度考慮 されて い る ことが望 ましい。現 行の 設計 におい て も、

基準法の 地震力 を係数倍 し、それに 対 して 許容応力度設計等を行 う場

含も あ るが、本競技は こ れ とは異 な り、想定す る外乱に対す る クラ イ

テ リアの 設定 も競技 に含まれる。

　ロ バ ス ト性・
冗長性 の考 え方は 設計者に よ り異な る こと も予 想され

る ため、提案 する 建物で は、ロ バ ス ト性・冗 長性が適切に 定義さ れ、
そ れ らの 確保を最 優先 と して構造計画、構造設 計が実施 さ れ る もの と

し、構造設計 におい て考慮 する持続 「生、機能 「生、経済性、施工性な ど

の付加価値をつ けたデザイ ン も期待す る。

1．主 旨説明　　河井宏允 ⊂京都大学）

2．主題解説

0 リス クの 概念 と東 日本大震災　　　　　　 高田毅士 （東京大学）

  地震 リス クとコ ス ト　　　　　　　　　　 坂本成弘 （大成建設）

  木造住宅の 耐震改修に よ る リス ク低減効果と意思決定支援ツ
ール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 森保宏 （名古屋大学）

  リス クコ ミュ ニ ケーシ ョ ン ：耐震性能決定の ための対話手法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／］淋利和 （日建設刮う

  今後の 地震想定・
ハ ザード評価

．・リス ク対策に向けて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石井 透 （清水建設）

3．討論

4．まとめ　 　．石川孝重 （日本女子大学）

　建築とい う行為に はさまざまなあい まい さが存在する 。 そ の対策に

使 うことの できる費用や時問には限 りがあ り、すべての事柄に対 して

完璧に対応する こ とは不可能で ある 。 こ うした中で、ある事象を 「想

定」 し、これを上回るよう設計すれば良い とい う二値論的な考え方は、

わか りやすい 反面、これで十分で ある とい う誤解を生み、思考停止に

陥っ て し まう恐れがある 。 起こ りうる さまざまな事象に つい て、その

大きさ と可能 性を 評価 し、安全性 を連続的かっ 合理的に 取 り扱うのが

「リス ク」 の 概念で あ り、こ の 視点に 立て ば、目の前の リス クをつ ぶ

すご．とに躍起に なる こ とな く、資源や時間、人が限 られ た中で 総合的

に効率よ く安全性を高める こ とが可能とな る。また、「連続的」 とい

う観点か ら見れ ば、性能設計 も リス クマ ネ ジ メ ン トの 1つ の 実践 とい

うこ とがで きよう。

　本PD で は、まず、東 日本大震災を 踏ま え リ ス クマ ネ ジメ ン トの概

念を も う
一

度見直す。そ して、地震 リス クの 評価方法を概説する とと

もに、その 低減の 度合 い とコ ス トとの 関係や木造住宅の 耐震改修の効

果 の 比較検討に基づ く意思決定支援ッ
ー

ル を提 示し、安全 陸を 連続的

に取 り扱うこ との 有用性を示す。さ らに、性能設計で はリス クを適切

な形で 社会や 市民へ 伝え る こ とが不可欠な こ とか ら、耐 護性能決定の

ため の建築主 との女据舌弔法の
一

例を示す 。 最後 に、今後の地震想定の

考え方と、地震ハ ザ
ー

ド評価・地震 リス ク対策の あ り方 につ い て、改

めて考え る。 この ような、実践的かつ 具体的な事例を紹介 し議論を深

め る こ とで、性 能設 計や リス クマ ネ ジ メ ン トの 普及・促進を図る と と

も に、今後の 研究・技術的課題を明 らかに する。
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